
1 安全安心な公園等が身近にあるまちづくり
平成28年度　～　令和２年度　（5年間） 船橋市

・船橋市における都市公園の都市計画区域人口一人当たりの目標水準（㎡／人）3.40㎡／人を目指す。
・船橋市公園施設長寿命化計画において危険度判定が「Ｃ」または「Ｄ」である施設を更新し、健全であると判断された公園がH28当初27%（96公園）からH32末70%（249公園）を目指す。
・ヒートアイランド現象の緩和に寄与する緑地として、都市緑地の合計面積をR2年度までに38.20haとすることを目指す。
・市民との協働による公共公益施設の緑化として、事業に協力いただける花苗サポーターの数を40人（団体）とすることを目指す。

（H28当初） （H30末） （R2末）

船橋市における都市公園の都市計画区域人口一人当たりの目標水準（㎡／人）

(一人当たり都市公園面積=都市公園面積/都市計画区域内人口)

当初　198.37ha/ 627,816人 R2目標　　216ha/634,000人

船橋市公園施設長寿命化計画の危険度判定で施設が健全であると判断された公園数の割合（％）

(施設改修済公園の割合＝施設が健全であると判断された公園数/計画策定公園総数)　　　　　　計画策定公園数=356公園

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 H31 R2 策定状況

合計 4,714
Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

C-1
合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

396 -

27% 70%

15人（団体） 40人（団体）

1-A-7 公園 一般 船橋市 直接 船橋市 グリーンインフラ活用型都市構築支援事業
都市緑地の整備　1箇所

公共公益施設の緑化　1事業
船橋市

220 -

1-A-6 公園 一般 船橋市 直接 船橋市 都市公園安全・安心対策事業
長寿命化対策（遊戯施設更新 153公園）
安全安心対策（バリアフリー化3公園）

船橋市 516 -

1-A-5 公園 一般 船橋市 直接 船橋市 都市公園等事業（船橋市アンデルセン公園） 総合公園整備　３９．４ha 船橋市

360 -

1-A-4 公園 一般 船橋市 直接 船橋市 緑地環境事業 吸収源対策（都市公園等５箇所） 船橋市 301 -

1-A-3 公園 一般 船橋市 直接

船橋市 直接 船橋市 都市公園等事業（船橋市運動公園） 運動公園プール・駐車場整備 船橋市

1-A-2 公園 一般 船橋市 直接 船橋市 都市公園等事業（大穴近隣公園） 近隣公園用地取得・整備　３.３ha 船橋市 584 -

1-A-1 公園 一般

船橋市 都市公園等事業（高根木戸近隣公園） 多目的広場の再整備 船橋市

2,337 -

Ｄ 0百万円

定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

花苗サポーター事業の登録人数（平成30年度からの事業のため当初現況値は平成30年度時点）

当初（H30年度）　15人（団体）             R2目標　40人（団体）

船橋市における都市緑地の合計面積（ha）

36.49ha 38.20ha当初　36.49ha             R2目標　38.20ha

市町村名 事業実施期間（年度）

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

※人口について
　Ｈ28当初・・・H27年度末人口
　R2目標・・・船橋市人口ビジョンより

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
5,292百万円 Ａ 5,292百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

当初　96公園/356公園　  　 R2目標　  249公園/356公園

3.16㎡/人 3.40㎡/人

都市の中の身近なみどりの保全に努め、とくに、街区公園や街区公園と同等の機能を果たす緑地等の確保(借地の買取等を含め)・整備を推進するとともに、既存公園等についても、適正な管理を行い誰もが利用できる安全安心な公園等を増や
し、地元市民の協力を得ながら公園等を維持する充実したまちづくりを推進していきます。
また、グリーンインフラ事業として、都市防災に寄与する公園の整備を行い災害時にも安全安心なまちづくりの推進、ヒートアイランド現象の緩和等に寄与する緑地等の整備の推進、市民との協働による公共公益施設の緑化の推進を図ります。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H28 H29 H30 R1 R2

計画別流用
増△減額
（b）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

配分額
（a）

465.0 298.0 112.0 111.0 129.5

前年度からの繰越額
（d）

32.0 23.0 153.0 90.0 44.5

交付額
（c=a+b）

465.0 298.0 112.0 111.0 129.5

0.0 0.0

翌年度繰越額
（f）

23.0 152.5 90.0 44.5 0.0

支払済額
（e）

474.0 168.5 175.0 156.5 174.0

未契約繰越＋不用率が10％を超えてい
る場合その理由

- -

取得予定地の
変更に伴い、
交渉の準備等
に時間を要し
年度内の契約
が困難であっ
たため。

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 34.0% 0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

うち未契約繰越額
（g）

0.0 0.0 90.0


